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インフルエンザ 1199 33.31 4.42 ヘルパンギーナ 2 0.09 0.37 横ばい

新型コロナ
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76 2.11 流行性耳下腺炎 3 0.13 0.06
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1 0.13 -

咽頭結膜熱 132 5.74 0.46 流行性角結膜炎 10 1.25 0.48 36

Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎
99 4.30 1.51 細菌性髄膜炎 - - - 23

感染性胃腸炎 161 7.00 6.34 無菌性髄膜炎 1 0.14 - 8

水痘 5 0.22 0.26
マイコプラズマ

肺炎
- - - 7

手足口病 22 0.96 0.72
クラミジア肺炎

(ｵｳﾑ病を除く)
- - -

伝染性紅斑 - - 0.19
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（ロタウイルス）
- - -

突発性発しん 6 0.26 0.36
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　　　（定点当たり）

前週と比較しておおむね

1：1.1～1.5の増減

インフルエンザ/COVID-19定点数

（小児科定点を含む）

小児科定点数

２０２３年第５０週（１２月１１日～１２月１７日）

■コメント

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

定
点
当
た
り
報
告
数

インフルエンザの流行状況

定
点
当
た
り
報
告
数

４ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
定点当たり2.11人の報告があり、前週と比べてやや増加しま

した。全国も第49週の時点で増加傾向で推移しており、注意が
必要です。 引き続き、基本的な感染対策を徹底しましょう。

１ インフルエンザ
定点当たり33.31人と、前週と比べて減少しましたが、警報レ

ベル（定点当たり30）を上回っています。また、インフルエンザ
様疾患による学級閉鎖等が55件報告されています。手洗い、
咳エチケット、適度な湿度の保持、換気などの感染予防対策を
徹底しましょう。

感染性胃腸炎の流行状況

３ 感染性胃腸炎
定点当たり7.00人の報告があり、前週の約1.5倍に増加しまし

た。こまめな手洗い、便・吐物の適切な処理、次亜塩素酸ナト
リウムを用いた消毒など感染予防対策を徹底しましょう。

２ 咽頭結膜熱
定点当たり5.74人の報告があり、前週と比べて減少しました

が、多い状況が続いています。手洗いの励行、タオルの共用
は避けるなど、感染予防を心がけましょう。

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 3 122 70歳代・1人、80歳代・2人

5 急性脳炎 1 6 10歳未満

5 梅毒 4 268 20歳代、30歳代、40歳代、50歳代
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第46週 700 41 1 90 109 118 7 22 - 9 4 - - 5 - - - - -
報 第47週 926 59 - 104 82 126 1 15 - 4 1 - - 13 - - - - -
告 広島市 第48週 995 56 1 108 99 117 3 26 - 4 6 1 - 7 - - - - -
数 第49週 1,537 64 - 161 89 107 6 17 - 3 3 - - 12 - - - - -

第50週 1,199 76 2 132 99 161 5 22 - 6 2 3 1 10 - 1 - - -
第46週 19.44 1.14 0.04 3.91 4.74 5.13 0.30 0.96 - 0.39 0.17 - - 0.63 - - - - -

定 第47週 25.72 1.64 - 4.52 3.57 5.48 0.04 0.65 - 0.17 0.04 - - 1.63 - - - - -
点 広島市 第48週 27.64 1.56 0.04 4.70 4.30 5.09 0.13 1.13 - 0.17 0.26 0.04 - 0.88 - - - - -
当 第49週 42.69 1.78 - 7.00 3.87 4.65 0.26 0.74 - 0.13 0.13 - - 1.50 - - - - -
た 第50週 33.31 2.11 0.09 5.74 4.30 7.00 0.22 0.96 - 0.26 0.09 0.13 0.13 1.25 - 0.14 - - -
り 第48週 26.74 2.75 0.06 3.73 4.17 5.13 0.16 0.50 0.01 0.24 0.07 0.03 0.01 1.06 0.01 0.03 0.07 - -

第49週 33.72 3.52 0.05 3.48 4.83 6.04 0.14 0.46 0.01 0.21 0.06 0.03 0.01 1.06 0.02 0.03 0.10 - -
全国

|

19

（検査：広島市衛生研究所）

診断名 主症状 年齢 発症年月日 検査材料 検出病原体

感染性胃腸炎 下痢 0 2023/08/27 糞便　 ｴｺｰｳｲﾙｽ25型

インフルエンザ 発熱(40.0℃) 筋炎 鼻炎　咽頭炎 気管支炎

腹痛 腎機能障害  血尿 蛋白尿 乏尿
意識障害 ショック症状 循環器障害 脳炎

血小板減少

7 2023/10/07 咽頭拭い液　 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽA(H3)型

インフルエンザ 発熱(39.0℃) 鼻炎　咽頭炎 気管支炎 6 2023/11/13 鼻汁(拭い液)　 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽA(H1N1)2009型

流行性角結膜炎 結膜充血 眼脂 眼瞼腫脹 33 2023/10/13 結膜擦過物　　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ3型

流行性角結膜炎 結膜炎 結膜周擁充血　眼瞼膜の発赤 57 2023/10/17 結膜擦過物　　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ56型

流行性角結膜炎 結膜充血 16 2023/11/07 結膜擦過物　　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ56型

その他の疾患 発熱 痙攣 0 2023/09/20 糞便

咽頭拭い液

ﾊﾟﾚｺｳｲﾙｽNT

ﾊﾟﾚｺｳｲﾙｽ3型

＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載

２０２３年第５０週（１２月１１日～１２月１７日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

発熱時等の受診相談 「受診案内・相談ダイヤル」
TEL ０８２-２４１-４５６６

（24時間対応）

療養者からの相談 「療養者相談ダイヤル」
TEL ０５７０-０００-５１０

（健康相談 24時間、一般相談 8：30～18：00）

「新型コロナウイルス感染症に関する情報」（広島市）https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/

新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の相談窓口

■新たに判明した病原体検出状況

詳しくは下記ホームページをご覧ください。
海外に行く場合は、感染症予防も忘れずに！（広島市） https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/72/2982.html

【参考】 海外に行く場合は、感染症予防も忘れずに！
年末年始には海外に渡航される方が多くなります。海外では、日本で感染しないような感染症にかかることがあり

ます。安全で快適に旅行し、帰国できるよう、感染症予防を心がけましょう。

◆渡航前には
渡航先で流行している感染症の情報を事前に入手し、注意すべき事柄を確認しましょう。

◆帰国時・帰宅後に体調が悪くなったら

空港や港に設置されている検疫所では渡航者の健康相談を受け付けています。帰国時に発熱や下痢、具合が
悪いなど体調に不安がある場合は、他の人への感染を予防するためにも検疫官に相談しましょう。

また、感染症には潜伏期間が長いものもあり、帰国後しばらくしてから症状が現れる可能性があります。その場合
は速やかに医療機関を受診し、渡航先、滞在期間などの情報を伝えましょう。ただし、エボラ出血熱や中東呼吸器
症候群などが疑われる場合は、受診する前に最寄りの保健センターにご相談ください。


